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脂質ラフトの主要な脂質成分であるスフィンゴミエリン(SM)は細胞膜の外葉に豊富に存
在する 1)。これによって、細胞膜の外葉と内葉には流動性の差異が生じており、細胞膜外葉・

内葉における脂質組成の非対称性は細胞の生命活動に深く関与している。近年、これまで困

難であった表裏の非対称性を有するモデル膜の調製が可能になり 3)、分子原子レベルの詳細

な研究が行われている。 
われわれは、stearoyl-SM (SSM)を外葉に、不飽和脂質である DOPC を内葉に含有し、
両方にコレステロール(Cho)が存在する 3成分系非対称リポソームを調製して、蛍光プロー
ブの異方性測定や重水素固体 NMR 測定を行い、外葉の SM ドメインの流動性を見積もる
ことに成功した 3)。本研究では、われわれは生体膜中に広く存在し、SMを外葉脂質として
用い、POPCを内葉脂質とした Choを含有する非対称膜を調製した。外葉を標識して蛍光
異方性測定を行うと、先行研究と

同様に対称膜と比べて非対称膜で

は外葉の流動性が増加した。この

ことは、非対称膜では恒常的に外

葉-内葉間のカップリング（右図）
が生じることによって二重膜のオ

ーダーが調節されていることを示唆する。さらに、内葉を標識した蛍光異方性測定の結果と

重水素固体 NMR 測定による外葉と内葉の流動性の違いを検出し、コレステロールの局在
による外葉-内葉間相互作用の分子基盤を解明した。 
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